
「１時間以上、授業の予習・復習をしている」の割合

在学生調査 結果報告

在学生調査 過年度との比較

2023年度春学期の授業における自身の
目標を達成できましたか。Q.

１年生

２年生

３年生

４年生

2023年度春学期の授業を
どのくらい理解できましたか。Q.

■ほぼ理解できた
■いくつか理解できない授業があった
■かなり理解できない授業があった
■ほぼ理解できなかった

昨年度同様、２年生は、専門的な内容の授業が増えるため、目標達成度、理解度ともに他の学年より低く、難しいと感じ
た人が多いようです。２年生で専門の基礎を固めるのは、皆さんの成長に必要なステップなので頑張りましょう。サポー
トが必要な場合は、いつでも教職員や先輩たちに相談してください。

対象：全学年

Q.

対象：全学年

「達成できた・まあまあ達成できた」の割合

74.2％

67.7％

74.6％

82.0％

１年生

２年生

３年生

４年生

32.4％

28.3％

34.7％

58.8％ 33.7％

54.8％

60.6％

61.0％

昨年度に引き続き、予習・復習の時間
が減少しています。一方、アルバイト
や課外活動の時間は昨年とほぼ同じ
でした。上手にスケジュールを管理し
て、学習時間を確保しましょう。

前の学期に授業の予習・
復習をどのくらいしましたか。
（レポートや課題に取り組んだ時間を
含め、1日あたりの平均時間）

対象：全学年学修行動

2021年度

2022年度

2023年度

65.3％
60.0％
55.3％

「たくさんいる・まあまあいる」の割合

Q.
気軽にあいさつできる学生の割合
が、昨年度と比較して4.4%上昇しま
した。全面対面授業や学内イベントの
再開が、学生同士のコミュニケーショ
ンに良い影響を与えた結果と考えら
れます。

所属している学科で
気軽にあいさつできる
知り合いはいますか。

対象：3年生学生生活

2021年度

2022年度

2023年度

79.1％
70.4％
74.8％

「誇りを持っている・少し持っている」の割合

Q.
「誇りを持っている・少し持っている」
と回答した人の割合が２年連続で増
えています。皆さんがさまざまな経験
を積み、中部大生としての誇りを持っ
て卒業できるよう、サポートしていき
ます。

中部大学の学生として、
誇りを持っていますか。

大学への思い

2021年度

2022年度

2023年度

65.5％
69.5％
71.0％

「建学の精神を理解している」の割合

Q.
スタートアップセミナーで説明される
建学の精神。２年連続で「理解してい
る」と回答した人の割合が増えていま
す。今後も建学の精神についてお尋
ねしますので、きちんと理解しておき
ましょう。

中部大学の建学の精神
「不言実行、あてになる人間」を
知り、理解していますか?

建学の精神

2021年度

2022年度

2023年度

43.1％
50.5％
54.3％

対象：1~3年生

対象：2・3年生
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TOPIC
「学びに関する調査」のねらい

学生の皆さんにとって、自身の“学修行動・学修成果の振り返

り、目標設定と気づきの機会”となります。

同時に大学は、この調査から、皆さんの学修成果の達成状況や

満足度を正確に把握・評価し、“教育内容や学修環境の改善・向

上を図る”ことを目指します。

在学生調査 概要

調査日

回答者数

対　象

方　法

春学期
2023年3月25～30日

7,687名
（回答率96.1%）

10,202名
（回答率93.4％）
学部生学部2～4年生

本学教育支援システム「Tora-Net Portal」で
履修申告時に実施

2023年９月12～17日
秋学期

【通学】 【食堂・売店】 【施設・設備】
【授業】 【学費】

キーワード 
Best５

春学期1,076件、秋学期1,391件のご意見をお寄せいただきました。

記述設問「中部大学に期待すること、より良くするためのアイデア」

ご意見・アイデアに対する主な改善項目

▶バス降車場を
9号館前へ変更
（授業日の一部時間帯）

2023年度春学期より、始発から1コ
マ目の始業時間までの時間帯に限り、
名鉄バス中部大学線の降車場を9号
館前に変更しました。

▶休講措置の対象の見直し
従来は暴風警報・特別警報発令の場
合に限り、休講することとしてきまし
たが、近年の気候変動の影響による
大雨の頻度増加に伴い、2023年度秋
学期より公共交通機関の運行停止に
ついても休講措置の対象とすること
にしました。

▶キッチンカー（移動販売車）の
営業予定をアプリに掲載
中部大学公式アプリの「学食情報」に毎
月の「キッチンカー営業予定カレン
ダー」を掲載するようにしました。

▶就活のサポートを強化
企業によるオンライン説明会や採用選
考を受ける際に利用できるよう、キャリ
ア支援課内に個人ブースを設置しまし
た。また、3年生のガイダンス終了後も
フォローアップ講座や4年生対象「夏の
就活集中講座」などを開催し、必要に応
じたサポートを行っています。

「学びに関する調査」に基づく主な改善項目を掲載
https://www.chubu.ac.jp/about/university-activities/ir/kaizen/

皆さんからのご意見は、
学長が全て目を通し、

大学のさらなる改善・向上に
活用しています

QRコードを読み込んで大学の
ドコが変わったか見てみよう
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大学公式Webサイト内の情報公表「データ
で見る中部大学」には、入学者数や在籍者
数など、中部大学の各種データを掲載して
います。ここでは、「データ
で見る中部大学」の掲載
情報の一部を紹介いたし
ます。

学生の皆さんへ 調査への協力のお願い

たくさんの有益なご意見やアイデアをありがとうございました。

これからも学生の皆さんが充実した大学生活を送れるよう、改善・向上に努めていきます。

次回以降の調査にも、どうか引き続きご協力をお願いします。

情報公表「データで見る中部大学」から

▶ストレート卒業率  留年せずに４年間で卒業した学生の割合

▶2023年3月卒業 学部生の就職先状況

2019年度入学 ストレート卒業者の学年別平均総取得単位数

中部大生の就職先は、さまざまな業種にわたっており、中部大学が総合大学ということが分かりますね。地域別では、
愛知県が約５７％で最多ですが、関東方面も２１％と、地元に限らず広い視野で就職先を選択しているようです。

「データで見る中部大学」 Webサイトはこちら▲
https://www.chubu.ac.jp/about/facts-figures/data/

2019年度入学生

2018年度入学生

2017年度入学生

2016年度入学生

81.0％
79.5％
80.2％
79.7％

学部・学科により卒業要件は異なり
ますが、ストレートで卒業した学生
は、２年終了時に、卒業に必要な単
位数の3分の2を取得しています。

1年終了時

2年終了時

3年終了時

4年終了時

42単位

85単位

119単位

130単位

業種別 地域別

サービス業

23.8％
製造業

21.2％
愛知

56.9％関東・甲信越

21.0％

関西4.6％
三重・岐阜・
静岡・北陸

15.7％

商業

15.5％
建設業

10.7％

医療

10.8％
公務員6.2％
教育4.9％

その他4.6％ 金融業

2.3％
その他

1.8％

学部学科により偏りはあります
が、全学部を平均すると留年せ
ずに４年間で卒業するのは概ね
5人のうち４人です。
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新入生・卒業時調査から

▶新入生が不安に思うこと

大学での学業や就職を不安に思う新入生に対して、卒業生の回答からは、
自身の学修成果や進路に概ね満足していることが分かりました。また、満足度は上昇傾向です。
皆さんも先輩たちのように満足して卒業できるよう、自身の目標に向けて努力を重ねていきましょう。

新入生
調査

（2023年度）

卒業時
調査

大学生活を送る上で不安に思うこと
(複数選択)

1位／大学の授業が理解できるか
2位／将来の進路(就職・進学)

▶進路に関するサポート

本学では、充実したキャリアサポートを提供しています。就職ガイダンスや企業説明会のほか、
筆記試験対策用のWeb教材（就活ドリル）なども用意しています。
皆さんもこれらのサポートを大いに活用してください。

進路決定に役立ったと思う大学のサポート

1位／就職ガイダンス　 2位／キャリア支援課のサポート

Q.自身の学修成果(結果)
に満足していますか

満足・ほぼ満足
2021年度 2022年度

84.0％
Q.卒業後の進路に

満足していますか 90.1％
87.5％
91.0％

3位／学内企業説明会　  4位／教員のサポート　  5位／エントリーシートの書き方相談

▶学生生活で大切なこと

調査結果から、卒業生は勉学に励むだけでなく、自由な時間の使い方も重要だと感じていることが分かりました。
趣味やリラックスする時間を上手に取り入れながら、効率的に勉強を進めたいですね。
学生生活の貴重な時間を有効に使って、より多くのことにチャレンジしましょう。

卒業時
調査

卒業生が学生生活で大切だと思ったこと(複数選択)

1位／友人等との出会いや交流 64.9％
2位／勉学に励むこと 59.3％
3位／経験を豊富にして見聞を深めること 47.8％

1位／友人等との出会いや交流 64.5％
2位／勉学に励むこと 49.3％
3位／自由な時間を楽しむこと 49.1％

在学生の皆さん、先輩たちの思いを参考に
実りある学生生活を送りましょう。

調査日

回答者数

方　法

対　象

新入生調査

2023年4月3~4日

2,781名（回答率99.4%）

学部新1年生 2022年度 学部卒業生

1,036名（回答率45.1％）

教育支援システム
「Tora-Net Portal」で実施

Googleフォームで実施

2023年3月1～26日

卒業時調査

（2021・
2022年度）

卒業時
調査

（2022年度）

（2021・
2022年度）

2021年度 2022年度

「学びに関する調査」新入生調査・卒業時調査 概要
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